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坦㈹婦人の生死構とと永政教^ （＆) 高簿散青簾婦人の専攻別分祈

島振り詩　o 加味溢子

弗島夫載骨　菊衷洙子　関谷比子

　目的　進f辛・i-阜iりわヽ･婦人の高蓉暴化ご､なヵ、r 人学々社友､- ^･n ろ専攻をみろと、

家政和t馮了ろヒみられるか野|t最も外集中レている。L rづぺ. 象政客を専門的に

掌・Tぎ婦人と、それ以外!7)分野を専攻口湧ヒの実i循心町ゐ学習行動を比紋すろこと

＼t、^憂教育の観裁よ'; 衆応急溥の体余把を験討する場奏ヽ大きなりゅりを今えろもの

t 斟っれる。そこ｡?■'本叛Vは、X掌・屍尺今り尚営犀婦ん<^専攻分野を:象政布と｡ラ刈い

秀の2つにかけヽそiKぞれ家庭^活の詰凰題こついて乖習爽恕と家真数fド苛すゐ測行を

明ら恥にすることを試みた。

　方法　前報と同楳z^あゐ。尺営ヽ雅ﾒこ半認令名ﾔヽ家政f^攻//#l､そり池め専攻ソμゐ

漱に^8名どなっZいる。

　秘策　家聶む辰）諸問題i:解決すろための^識や技鯵の主｡要な択療辣(3=、「家庭」”ラ

ジ可ヽヂレジj 「瀕郡、廸誌j. などぐぁり、内装によ、7 ヵうり明確/こ区かできた。家戻

系専攻のもわま、「大学■ 雇犬々・学f 」がこれらに斂いており. な夕vも「有児･ チド

ものしっす-I「墟」

し７いた。子だ、寡紋禾専攻。牛数心こが、家句碑青が効用を貧バい八。きらに、ｊ
政煮肴へ測汗Tろ内幕≫、卑攻白トてそれ肘吠さひ気負､四く、'■破東をSj r豺
のﾉ順関廉」「青見り付のレつiT」に僕わヽら四叡ご禎^哨題ヽか言即

「蹄神生彦」など権知恥漸レく吽題j, ■ざれ^内象を測汗していろ。

ものしっす-I「建象^^ij r象^のめり方」、こっI' 7 は.約疹。もヽ^ ヵ哺哨哨とに?苅痛
し７いた。子だ、寡紋禾専攻。牛数吠-tが、家句碑青が効用を貧バい八。きらに、象

政教貴へ測汗Tろ内幕≫、卑攻にわてそりれ吠さひ気負^なく、'■破東をSj r %族

F 28 明恣以隣バ
欠阪巾・欠^逓科学　○江口紅1-　住田昌ニ

g的：礼債（礼儀作幟）略、明老以塀・嘩脆教'gK i£斜とし･乙像爾丿政ている。こ<･農科

鴎をwヽぐ,諸代(A 'E痘・tP でいﾀ、S-やj如しt行ヽしK ≪Aw＼%噸らロ＼にaる。

方拡：頗応μ拝礼砥ぶ、ヽbヽす庵正耕として揉凩以降略租^c.坏? 乙に. 出版^れべ礼去教

科書T8吸。、勺･･1^･斟乞片寄、t クい灯若を漸所レ, 奪科囁の磁涙。萱慮忿3tti;。

郎巣：教斜書。肉忿雇坂ぶ>;. 散熱蜃。吟期^府とur 6 時期乞得鴛。噺1 知3.礼法澱y

噸が開遡ざ帆侃明老叫耳v＼ら哩占耳かx-で、こ・･時廟、散斑書ふ鯉居城式^が網。^'キ

凛し式と｡いっti禰g 四万？廣なざれている. 琢z期ヽ香、昭右ふ・町年で　こffK時嶺心fjC;科

暮y^．牝簒嫌々・剽、苛､寸珊レに他-tて、一獅・煎糾－でヽ. 往粕杞で、例え＼-3--常命■更衣

・績禍害。生嵯習慣や、桂？外で。公緊簒疼きも弧ヽ）- w.？い衰／臓^期（明光､t ■哨耳）

でぼ、二A 傾卿宕ご･らに嘸J り. ぼとﾚ､｡りヽ・敢:斜書吠。包齢城式し靭、受､竹蕎レ・ま扇嗜

環・公聚巻偲そして嶋製紙i昭吟療f斑･ヽごて、-訓キ身、皇家眼椅ど巾広い関竃を折つに至-、

ている。嘱A期ほ、散財f 。堵密剛～開始頁5 朗老抑耳。＼ら刄耳客でごヽ. ラ期に比べ弧報

謝勝に闇百る内電吠^') 具係齢にnJ。rい5. ・t>:皇宦崇絣に咽ar 5 廓ヽ包tぷリ細命化呼

徊噪哨に葡－、笥呼期（朋遡、う～3誹い・。丸砥散熱書い忿或期^t馬えう必､コ登とに乙’ヽ

O,観新著<A-。紀吸歳々･嘲、廼げ珊レ't U て^!&-今代LU 宙名僧ヽ唯・公募直奏・^峯身･ 皇室

囃婢。､瓊B t･瘍収タれ乙、ヽ哉。%ら期､^．い吻ゆるm定教艇書飼（絹冶刻～昭*n 2・奴）Z-.

ぢ期･･ヽ出窓竹縁乖こ?いをｰｸ.地象朗石記述乱ヽり対柿とｰ。嘸・ヽ受ヽす厦レ(A､勺句. #川
船'qi^乱r、、伺柿（衣租・煉包寄。む丁痛レ) 竹除祗政。整理<rい､乙い5.


